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サルコペニア発症に関わる新しい分子病態について

超高齢社会における日本において、加齢に伴う筋量・筋力の低下（サルコ
ペニア）は喫緊の医学的・経済的課題である。同じ加齢性疾患であるアル
ツハイマー型認知症の場合、アミロイドβやリン酸化タウタンパク質の蓄積
といった分子病態が示されており、認知症発症に関わる分子病態に即した
バイオマーカーや介入法の開発が進んでいる。一方、サルコペニアの発症
機序にはミトコンドリア異常・内分泌系異常・神経系異常・栄養不全と
様々な要因が関わっていると考えられている。これらの要因がサルコペニ
アに直接的に結びつくものなのか、それとも加齢病態全般に当てはまるも
のであり、サルコペニアに間接的に関わるものなのか、といった点は明ら
かになっていない。つまり、"サルコペニア発症に関わる直接的な分子病態
が存在するのか？"という問いに対する答えは未だ得られていない。そこで
本発表ではサルコペニア発症に関わる新しい分子病態、およびその分子病
態に即した介入法開発に関する最新の知見についてご紹介したい。
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